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■ 4 ホールドタイム
	 ピーク値表示のホールドタイム（保持時間）は、“１	sec”と“∞”（無限大）の２ポジションで
す。時々刻々変化するパワーを細かく読むには“１	sec”が便利です。“∞”ポジションはホー
ルドタイムを切替えるまでの最高値を記憶して表示します。

■応用例
	 本メーターを活用することにより、プログラム・ソースのダイナミック・レンジや、その曲の
ピーク値を知ることができます。

各レンジ最小桁より下の値は、切り捨てになります。
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ディジタル・メーターの表示例

表示範囲
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スピーカーを接続していないとき、大音量が入ると一瞬、メーターが任意の数字を表示することがありますが、
故障ではありません。

注意

＊1

＊2

出力値（W）が最大表示範囲を超えた場合は、最大表示
のまま変化しません。その場合、「W METER RENGE」
でレンジを上げると正しい出力値を表示します。

＊1

＊2

＊1 , 2

■W（ワット）メーターレンジ
	 ディジタル・パワーメーターは、スピーカーの出力値をそれぞれ「５桁でディジタル表示」
し、その表示範囲を 2「W METER 		RANGE」で						見やすいレンジに切り替えることがで
きます。

■各オペレーションにおける、左右メーターのディジタル表示

 NORMAL		： ステレオ動作時の表示

	 左右チャンネルの出力信号がそれぞれのスピーカーに供給され、
演算結果（電力値）が、左右メーターにそれぞれディジタル表示さ
れます。

 BRIDGE		： ブリッジ接続時の表示

	 ブリッジ接続時は、左右の回路がプッシュプル駆動となりモノフォ
ニック動作となります。従って、スピーカー負荷が一本となり、左右
メーターは同一表示となります。

 DUAL	MONO		： 『DUAL MONO』 動作時の表示

	 左右チャンネルの入力に同一信号が入力され、左右SPEAKER	
端子から、中高域/低域スピーカーに、同一信号が供給されます。た
だし、それぞれのスピーカーのインピーダンス特性が異なるため、
左右メーターは同一表示にはなりません。
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［保証特性はEIA測定法RS‐490に準ずる］

 定格連続平均出力 (２0〜２0,000Hz間)
	 ステレオ仕様時(両チャンネル同時動作)
	 	 4８０W/ch	 １Ω負荷（※１）
	 	 ２4０W/ch	 ２Ω負荷
	 	 １２０W/ch	 4Ω負荷
	 	 ６０W/ch	 ８Ω負荷

	 モノフォニック仕様時	(ブリッジ接続)
	 	 9６０W	 ２Ω負荷（※１）
	 	 4８０W	 4Ω負荷
	 	 ２4０W	 ８Ω負荷

	 注意：（※１）	印の負荷は、音楽信号に限る。

 全高調波ひずみ率
	 ステレオ仕様時(両チャンネル同時動作)
	 	 	 ０.０7％	 ２Ω負荷
	 	 	 ０.０3％	 4〜１６Ω負荷

	 モノフォニック仕様時(ブリッジ接続)
	 	 	 ０.０５％	 	 4〜１６Ω負荷

 ＩＭひずみ率
	 	 ０.０１％

 周波数特性
	 	 定格連続平均出力時	：	 ２０〜	２０,０００Hz	 ＋０	－０.２dB
	 	 1W出力時	 ：	０.５〜１６０,０００Hz	 ＋０	－3.０dB

 ゲイン(利得)：GAINスイッチMAX時
	 	 ２８.０dB
	 	 (ステレオ／モノフォニック仕様時共)

 ゲイン切替
	 	 MAX、－3dB、－６dB、－１２dB

 負荷インピーダンス
	 	 ステレオ仕様時	 ２〜１６Ω
	 	 モノフォニック仕様時	 4〜１６Ω

※音楽信号に限り、ステレオ１Ωとモノフォニック２Ω負荷可能。

 ダンピング・ファクター	
	 	 ８００
	 	

 入力感度(８Ω負荷)
	 ステレオ仕様時	 	 ０.８7V			定格連続平均出力時
	 	 ０.１１V	　1W出力時

	 モノフォニック仕様時	 １.74V			定格連続平均出力時
	 	 ０.１１V			1W出力時

 入力インピーダンス
	 	 4０kΩ	 	 バランス
	 	 ２０kΩ	 	 ライン

 Ｓ/Ｎ(Ａ補正、入力ショート)
  １２１dB	 	 GAINスイッチ　MAX
	 	 １２7dB	 	 GAINスイッチ　－１２dB
	 	 定格連続平均出力時

 出力メーター
	 	 ディジタル・パワーメーター	 真のパワー（W）を５桁
	 	 	 で表示
	 	 	 レンジ切替
	 	 	 １０W/１００W/１０００W
	 	 バーグラフ・メーター	 出力の電圧値（dB）を
	 	 	 3２ポイントで表示
	 	 ホールド・タイム	 １秒／∞	切替式

	 	 ＊表示消灯機能付き

 電源
	 	 AC１００V	 ５０/６０Hz

 消費電力
	 	 ２８０W	 無入力時
	 	 ５3０W	 電気用品安全法（※２）
	 	 3６4W	 ８Ω負荷定格出力時

注意：（※２） 
電気用品安全法の消費電力は、その機種の最大負荷（A-70は
２Ω）で「クリッピング直前出力の１/８」を供給したときの電力
値です。

 最大外形寸法
	 幅4６５mm	×	高さ２3８mm	×	奥行５１５mm	

 質量
	 44.3kg

＊本機の仕様・特性および外観は、改善のため予告なく変更することがあります。

10.	保証特性

 ● 本機は 「JIS C-６１000-３-２　適合品」 です。
	 JIS	C-６１０００-3-２	適合品とは、日本工業規格	「電磁両立性－第	
3-２部：限度値－高調波電流発生限度値（１相あたりの入力電流
が２０A以下の機器）」に基づき、商用電力系統の高調波環境目
標レベルに適合して設計・製造した製品です。
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11.	特性グラフ

保
証
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性
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性
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ラ
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出力電力／全高調波ひずみ率特性
（4Ω負荷、モノフォニック仕様時）

周波数特性
（8Ω負荷、ステレオ1W出力時）

出力電力／全高調波ひずみ率特性
（8Ω負荷、ステレオ仕様時）

出力電力／全高調波ひずみ率特性
（2Ω負荷、ステレオ仕様時）
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12.	ブロック・ダイヤグラム
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故障かな？と思われるときは、修理を依頼される前に、下記の項目をチェックしてください。
これらの処置をしても直らない場合には、当社製品取扱店または当社品質保証部にご連絡ください。

	●	電源コードが抜けていませんか。（本体側、コンセント側確認）

	●	電源コードが傷んでいませんか。傷んでいる場合は危険ですから、当社品質保証部にご

連絡ください。

	●	プリアンプなどのソース側の電源は入っていますか。

	●	プリアンプやスピーカーなどと正しく接続されていますか。

	●	入力切替ボタンで入力端子を確認します。

	●	ブリッジ接続の場合、２台のA-7０のオペレーションスイッチは正しく設定されていますか。

	

	●	接続コード、スピーカー・コードは正しく接続されていますか。

	●	プリアンプなどソース側のスイッチ類は正しい位置ですか。

	 	 （とくにバランス・コントロールの位置）

	●	スピーカー・コードを左右入れ替えます。

	 　同じスピーカーから音がでない	……	コードとスピーカーのチェック

	 　左右逆の状態になる	…………………	音の出ないチャンネル側のA-7０やプリアンプ側

に原因が考えられます。

●	次に入力接続コードを左右入れ替えます。

	 　同じスピーカーから音がでない	……	音の出ないチャンネル側のA-7０に原因が考えら

れます。

	 　左右逆の状態になる	…………………	コードやプリアンプ側に原因が考えられます。

	

	●	本機は、内部の温度が異常に高くなると、特定のプロテクション回路が作動し出力を遮断

します。（3ページの「使用上の注意」を参照してください）

	●	メーター照明が点滅・バーグラフ全点灯・数値表示が　　　　　 点滅 になるとプロ

テクション回路が動作しています。

	 プロテクションが解除しない場合は、ただちに電源をOFFにして当社品質保証部にご連絡

ください。

	●	本機とスピーカー端子の極性 （プラス）と （マイナス）は正しく接続されていますか。
	●	２台使用（ステレオ仕様）したとき、リアパネル側の 16オペレーションスイッチのポジション	

（位置）が正しいか確認します。
	 （８〜１０,１3〜１7ページ参照）

	●	本機のメータースケール照明は信頼性の高いLEDを使用しています。LEDは使用初期

はやや明るめの照度で、やがて落ち着く特性を持っています。その後は照度も安定し、長
寿命で使用できます。

定位感がはっきりしない

出力がなくなる

片側のスピーカーから音が出ない

音が出ない

電源が入らない

13.	故障かな？	と思われるときは

注意： 接続するときは、必ず各機器の電源を切る。

メータースケールの明るさ
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保証書
●保証書は本体付属の	『お客様カード（保証書発行はがき）』	の登録でお送りいたしますので、「お客様
カード」	を	当社品質保証部に必ずご返送ください。

●『お客様カード』	の	『お客様情報欄』	には付属の	『目隠しシール』	を貼ってご返送ください。
●保証書の記載内容により、本機の保証期間はご購入日から５年間です。
●『品質保証書』	の無い場合は、全て有償修理となりますので、『お客様カード』は必ずご返送ください。
●	『お客様カード』をご返送いただく時、ご購入日等を記入して頂きますが、下記の場合には登録（『品質	
保証書』の発行が）できないことがあります。

　　＊ご記入頂いた購入日と弊社からの製品出荷日とが大きく異なる場合。
　　＊『お客様カード』が返送されないまま、転売(インターネット等)された場合。

　　＊長期間『お客様カード』の返送がない場合。

●	オプション類には『お客様カード』を付属していませんが、製品出荷日をご購入日として弊社が登録し、	
『５年間保証』とさせていただきます。

保証期間が過ぎてしまったら
●修理によって性能を維持できる場合には、ご希望により有料で修理いたします。
●補修部品の保有期間は経済産業省指導により、製造終了後８年間となっています。
			使用期間が相当経過している場合には、当社品質保証部にお問い合わせください。

その他
●改造されたものは修理ができない場合がありますのでご了承ください。
●本機の故障に起因する付随的損害（営利的使用に関する諸費用、使用により得られる利益の損失等）に	
ついては補償できません。

●AC１００V以外（海外）では使用できません。

●	保証は日本国内のみ適用されます。
  The Accuphase warranty is valid only in Japan.

お問い合わせは
●ご質問、ご相談、当社製品取扱店のご案内などは、下記の当社品質保証部へお願いします。

アキュフェーズ株式会社　品質保証部
〒２２５-８５0８  横浜市青葉区新石川２-１４-１0
 ＴＥＬ 0４５（９0１）２77１（代表）　
 FAX 0４５（９0１）８９９５

●修理のご相談は、お買い求めの当社製品取扱店へお願いします。
●	当社のホームページ上でも修理の問い合わせが可能です。
	 http://www.accuphase.co.jp/

修理依頼の場合には
●“故障かな？と思われるときは”をご確認後、直らない場合には、電源プラグをコンセントから抜き、	
当社製品取扱店に修理を依頼してください。

次の内容をお知らせください。（保証書参照）
●モデル名、シリアル番号	 　　●ご住所、氏名、電話番号
●ご購入日、ご購入店	 　　●故障状況：できるだけ詳しく

＊	梱包材は、輸送時に必要となりますので、保管しておいてください。

13.	アフターサービスについて

保証期間以降、長期に渡って安全にご使用いただくために、当社での定期的な点検を
行ってください。内容については当社品質保証部にご相談ください。注意
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